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明治前期における運筆による基礎画力の育成構想
― 幸野楳嶺の教育理念 ―
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The Concept of Developing Basic Drawing Skills
through Brushwork Practices in the Early Meiji Period:

Educational Principles of Kono Bairei
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Abstract: Kono Bairei was a painter who worked from the end of the Edo period to the early 
Meiji  period. He  is  often appreciated as  an educator because he devoted himself  to  the 
establishment  of  the Kyoto Prefectural School  of Painting,  and  trained painters  such as 
Takeuchi Seiho, who would lead the next generation. Bairei's passion for educating beginner 
students is noteworthy. In this study, I examined what kind of principles Bairei followed and 
practiced while educating beginner students. Bairei insisted that the most important thing for 
beginner  students was  to  learn  the  correct  brush  strokes;  he had  them  study his  own 
examples.  In practice,  it appears  the same as  the way  it was done before  the Edo period. 
However,  it  is hard to  imagine that Bairei, who not only  lived  in an age when values were 
changing drastically but also devoted himself to creating new systems, would have applied the 
old methods as they were. What intentions did Bairei have behind placing so much importance 
on  brush  strokes  and having his  students  learn  from his  examples? The  tendency  to 
emphasize brush strokes was not a method advocated or practiced only by Bairei; it had great 
force  in  the Meiji  era.  It was  essential  to  learn how  to use  a brush not  only  as part  of 
professional education for painters, but also for students in elementary and junior high schools. 
In order to understand why this policy was widely adopted, it is necessary to revisit drawing 
education  in  the pre-modern era, and consider  the role  that drawing has played since  the 
modern era. This study aims to uncover clues that can help further knowledge on this topic.
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１．はじめに

幸野楳嶺（1844〜95）は幕末から明治期に京都で活
躍した画家である。楳嶺は，京都府画学校（現・京都
市立芸術大学）設立の建議者の一人であり，私塾から
有望な弟子を数多く輩出したことなどから，教育面で
の功績にスポットを当てられることが多い。人材育成

においては，竹内栖鳳（1864〜1942）に代表される高
弟との関係が注目されがちであるが，本稿では，初学
者教育に大きな熱量を注いだことに目を向けたい。な
ぜならば，楳嶺の教育構想は，カリキュラムに基づい
て画の教育を実行しようとした最初期の試みであり，
その成否にかかわらず後の時代に大きな影響を与えて
いるためである。

広島大学大学院人間社会科学研究科紀要「教育学研究」第２号　2021　143－151

17_多田羅多起子先生.indd   14317_多田羅多起子先生.indd   143 2021/11/27   10:022021/11/27   10:02



多田羅多起子

― 144 ―

初学者への教育において，楳嶺が最も重く見たのが
「運筆」であった。運筆とは文字通り筆の運び方であり，
筆遣い，筆法，筆順の意も含まれている。初学者への
指導における運筆重視は，明治期における画の教育の
現場で大きな力を持っていた。その影響は，画家を育
成する専門教育の場のみならず，小，中学校など普通
教育にも及ぶ。しかし，明治後期以降，専門教育にお
いて運筆を重視する傾向は衰退し，大正期になると普
通教育においても運筆重視の傾向は影を潜める。運筆
重視による基礎画力の育成構想は，どのような背景の
元に生まれ，そして，時代から求められなくなったの
であろうか。

本稿では，まず，指導者になる前の楳嶺が身に付け
ていた近世以前の画の学び方を整理し，続いて，楳嶺
の教育との関わりを概観する。次に，楳嶺が弟子や生
徒に与えた運筆手本について，一例をあげて紹介する。
あわせて，初学者に対する楳嶺の考え方を指導指針か
ら分析し，運筆を通して身に付けさせようとしていた
能力を検証する。楳嶺の教育理念を知るためには，近
世以前の画の教育にさかのぼり，また近代以降の画に
求められた役割を踏まえて考察する必要がある。近世
的な画の教育を受けてきた楳嶺が近代的な課題に向か
う弟子や生徒を指導するにあたって，運筆のもつどの
ような力に期待していたか考えていきたい。

２．近世的な画の修養

（１）弟子として
楳嶺の修業時代は幕末から明治初年にわたる。まず，

画家としての彼の立場を作り上げた近世的な画の教育
を概観する。

幸野楳嶺は弘化元年（1844）京都に生まれ，９歳（以
降，年齢はすべて数えで表記）で円山派の中島来章に
入門，20年近く来章の元で修業を積んだ。その後，明
治４年（1871）から10年（1877）まで四条派の塩川文
麟の元で画を学んでいるが，楳嶺の基礎的な技能や作
画方法は，はじめの師匠である来章から授けられたも
のであり，その習熟度は師匠の画の代作をしていたほ
どである1。来章が具体的にどのような教え方をして
いたのか定かではないが，楳嶺の手記2や経歴から，
師匠の筆法を技術として習得すること，師匠の作画に
スタッフとして加わり次第に重要な仕事を任されるよ
うになること，独立し師匠の筆法を元に自らの仕事を
受けることという流れが想定される3。師匠の手筋を
違わず再現できるほどに型を受け継ぐことが当時の技
術の継承であり，弟子の努力によって師匠の技術を自
分のものにすることが，画の修養であったと言える。

（２）手本と画譜
師弟間で流派の様式を受け継ぐという点で，近世に

おいて最も整理されたシステムで絵画教育を行ってい
たのは狩野派である。後述する楳嶺の指導要綱にも狩
野派の初学者教育への言及があり，ここで概要に触れ
ておきたい。

狩野派の子弟教育については，楳嶺とほぼ同時代に
東京で活躍した橋本雅邦（1835〜1908）による述懐が
詳しく教えてくれる4。雅邦が「狩野派畫学ノ順序ハ
臨寫ヲ以テ初メ臨寫ヲ以テ終ルモノ」と述べるように，
狩野派の画所に入門した弟子は，段階的に学ぶべき手
本を貸し出され，手本を臨写することで画の技術を身
に付けていた。７，８歳の初学者は茄子等簡単な形の
ものを筆で描くことから始め，続いて，初学者のため
に工夫された花鳥山水人物等36枚が三巻にまとめられ
た「三巻物」と呼ばれる手本を写す。その後も習熟度
に応じてより高度な手本が与えられ，やがて師匠の手
伝いができるようになり，一人前になると師匠から名
前を一字もらい受け，故郷で絵師としての仕事ができ
るようになる。修行時代に写し，手元に蓄えられた手
本は，独立後作画をするための資本としても機能する。
このような門弟教育について雅邦は，臨写に終始し，
写生をしたり新図を考案したりするような自己の工夫
に関わる課程や評価がなかったことを指摘する一方
で，「用筆ノ手法ニ至テハ實ニ得難キ熟練ヲ發スルノ
教育法ト言ハザルベカラズ5」つまり，筆運びの習熟
を目的とするならばよく出来た仕組みであったという
ことにも言及している。

以上のように入門して画家としての技術を身に付け
る方法のほか，近世を通じて数多く刊行された画譜が，
画を学ぶ大きな手がかりとなっていた。なかでも，享
保年間の大坂を中心に大岡春卜や橘守国によって刊行
された絵本類は，その後の絵画制作に大きな影響を与
えた。太田孝彦氏が指摘するように，当時画を学ぶ人
にとって重要であったのは，画譜を通して筆法を学ぶ
ことであった6。筆法を学ぶことには，規範とすべき
特定の画家の型，方式を学ぶという意味と，運筆，す
なわち筆の運び方そのものを学ぶという意味が含まれ
ている。初学者向けということでは，橘守国による『運
筆麁画』（寛延２年（1749））に注目したい。『運筆麁画』
は版本でありながら運筆の再現に注力している。打ち
込みやはね，はらい，かすれが摺りで表わされ，初学
者にとって筆の動かし方やその効果がわかりやすい表
現が企図されている7。

このように，近世において絵画の道に入る初学者は，
師匠の手本や公刊された画譜の図様からその筆法を学
ぶことを出発点としていた8。
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３．教育者として

（１）私塾と画学校での教育
続いて，教授側に立った楳嶺と教育の関わりをみて

いこう。楳嶺が指導者としてふるまった場は，私塾と
公的な画学校に大別できる。初めて弟子をとったのは
安政６年（1859）16歳のときであり，慶応３年 (1867)
には開業して最初の私塾を開いている。明治11年

（1878）８月，南画家の田能村直入が京都府知事に宛
てて画学校設立の建議書を提出すると，続く同年９月，
楳嶺は望月玉泉，久保田米僊，巨勢小石と連名で，同
じく府知事に画学校設立の建議書を提出，学校開設実
現のために奔走する。同13年（1880）７月に日本初の
公的絵画教育機関として京都府画学校が開校すると，
楳嶺は，東西南北四宗に分類されたうちの北宗の副教
員に就任する。開校時の資料からは，すでに自らの私
塾で運用している規則をベースにして，規則やカリ
キュラムの作成に尽力していたことがわかる9。しか
しながら，開校後まもない明治14年（1881）４月に楳
嶺は退職，翌月には私塾を幸野私塾と改称し，弟子の
教育に力を注ぐようになる。その後，明治21年（1888）
画学校へ再出仕，22・23年には教頭心得をつとめる
が10，再び23年４月退職する。画学校とのかかわりは
断続的なものとなったが，生涯にわたり，公私ふたつ
の教育の場を行き来しながら後進の育成にあたってい
た。
（２）画譜の出版

楳嶺の没後，楳嶺の教育的功績を紹介する新聞記事
では，竹内栖鳳ら楳嶺門下の四天王を始め，京都画界
に多数の人物を輩出したことに加えて「其著述が悉く
教科書的に出来て居るのが證據立てる」と評価されて
いる11。ここでいう著述は，画譜のことである。明治
15年（1882）内国絵画共進会で絵事著述褒状を受けた

『楳嶺百鳥画譜』をはじめ，花鳥を中心に多数の画譜
を刊行している。「教科書的」という評価は，花や鳥
の名前や生態の情報を加えながら，工芸図案に用いる
ことができるような図像の手本を多く示したことに対
して与えられたものと見られる12。

なお，楳嶺と共に京都府画学校の建議書を出した他
の３人―望月玉泉，久保田米僊，巨勢小石―は，いず
れもその後普通教育における図画の教科書制作にかか
わっている13。画譜出版には大きな力を注いだ楳嶺で
あるが，普通教育における図画の教科書制作への関与
については，現段階で確認できていない。
（３）小学校創設への関与

もう一点，楳嶺と教育を語る上で，小学校設立運動
に関与していることにも注意しておきたい。周知の通

り，京都市においては，明治５年（1872）の学制発布
に先立ち，明治２年12月末までに64校の小学校が開校
している14。設立の背景には様々な立場からの働きか
けがあった。そのなかで，手習塾の師匠であった西谷
良圃らのグループは，慶応３年（1867）５月から３度
にわたって小学校設立の建議文を提出し，いち早く学
校教育の必要性を訴えている。良圃らの会合は，しば
しば画家・森寛斎宅で行われ，楳嶺も話し合いに参加
していたことがわかっている15。森光彦氏が指摘する
ように，このとき小学校設立に尽力した教育への思い
が，後に日本初の画学校である京都府画学校の設立建
議につながったと言える16。初学者教育に対する楳嶺
の考え方を知る上で，小学校設立への興味関心は重要
な視点になるであろう。一例をあげれば，明治13年に
画学校で作成された課業表は，日本初のカリキュラム
と言われる明治４年の小学校課業表と極めてよく似た
型式をもっている。初学者への教育をシステマチック
に行う上で，小学校の仕組みや教則は大いに参考とさ
れている可能性がある。

４．運筆を教授する

（１）画学校における運筆の扱い
先に述べたように，楳嶺の教育方法は私塾で考えた

ものを学校にあてはめ，学校での試みを塾に当てはめ
直すかたちで展開している。画学校における教育につ
いては，松尾芳樹氏の一連の研究をはじめ既に多くの
研究の蓄積がある17。ここでは先行研究を参照しつつ，
運筆の扱いにだけ特に触れておく。

先に触れたように，設立当時の京都府画学校は北宗，
南宗，東宗，西宗に分かれていた。北宗は雪舟派狩野
派等，南宗は文人画，東宗は土佐派円山派等大和絵，
西宗は洋画をそれぞれ専攻し，生徒たちはそれぞれ半
年ごとの課程を６段階進め，３年で修めるようになっ
ていた。初期の教則や課業表が現実的にどの程度運用
されていたのかは定かではないが18，明治13年の資料
から，各宗の構想，配分を確認しておきたい。まず楳
嶺の筆跡による課業表19（京都市立芸術大学芸術資料
館蔵）が残る北宗では，全６級まで全ての課程で運筆
が課せられていることはもちろん，特に最初期の６級
は５時間中４時間を運筆にあてる時間割となってい
る。望月玉泉による東宗の課業表20（京都市立芸術大
学芸術資料館蔵）でも全６級まで全ての課程で運筆が
あるが，朝一番の１時間だけがあてられている。南宗
については課業表が確認できないが，同時期の「南宗
画学教則」によれば，運筆の内容として「永字八法」
があげられるように，書の内容が取り扱われてい
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る21。西宗の課業には運筆は含まれない。各宗担当者
による運筆観の違いも気になるが，ひとまず楳嶺が関
わった北宗が最も運筆を重視していたことのみ確認し
て考察を進めたい。

運筆を教えるにあたっては，教員が作成した手本が
用いられていた。画学校で用いられた運筆手本につい
ては，廣田孝氏による精緻な研究があり22，本稿では
立ち入らない。次項では私塾で用いられた運筆手本を
紹介しながら，初学者が学ぶべき筆の動かし方の具体
的様相を見ていこう。
（２）私塾における運筆手本

楳嶺の塾における運筆手本は「初等，中等，高等の
三課を設けて順序を定め，各課に三十題を選み，入門
ある毎に，各自に対して唐紙八ツ切にそれぞれ面前に
て描いて與へ，筆の運用と順序とを會得」させるもの
であったという23。このように，手本は塾内共用では
なく楳嶺から弟子一人一人に与えられていたため，同
様の絵手本が複数現存している。なかでもよく知られ
る例に，竹内栖鳳が楳嶺の没後40年忌に刊行し24，今
日の楳嶺研究の根幹資料である『楳嶺遺墨』に掲載さ
れた「運筆手本」がある。同書に高谷伸氏所蔵と記さ
れるこの運筆手本は，楳嶺が高谷簡堂25の為に描いた
ものであり，現在，遺族から寄贈を受けた京都市立芸
術大学日本画研究室に所蔵されている。今回研究室の
ご厚意で調査の機会を得たので，概要を紹介したい26。

高谷氏旧蔵の「運筆手本」（写真１〜５。以降，高
谷本と称する）は，現状，５本の巻子にまとめられて
いる。そのうち４本に題簽が付されており「北宗画禅
遊戯三昧巻之上」「北宗画禅遊戯三昧巻之下」「動物粉
本」「画手本」とある。「北宗画禅遊戯三昧」上下につ
いては，題簽に楳嶺の印が付され，題簽の筆跡も楳嶺
自身のものと見受けられる。各巻に収録される画題は
表にまとめ，『楳嶺遺墨』に掲載された部分を太字で
示した。

年記が確認される部分が「北宗画禅遊戯三昧巻之下」
「画手本」と題簽なしの３本にある。順に「明治歳在
乙酉陽月／為／簡堂高谷画契／楳嶺仙史豊」「明治丙
戌応鐘下澣／為／簡堂高谷左契／鴬夢居士豊」「甲午
梅夏／安研於／三樹坡上之／晴蝸禅房／楳嶺」とあり，
明治18年10月，19年10月，23年５月と異なる時期に描
かれたということがわかる。

高谷本の内容と，『楳嶺遺墨』で幸野西湖氏が紹介
する初学者用の画題リストである「略畫三拾員」およ
び「略畫拾遺」を比較し，一致する画題をそれぞれ表
の中に下線で示した28。「北宗画禅遊戯三昧」上下お
よび「画手本」収録の画題の多くが，『楳嶺遺墨』で
初学者用にあげられる画題と重なる。また，「北宗画

表　「運筆手本」収録画題一覧

名称 制作時期 収録画題
北宗画禅
遊戯三昧
巻之上

M18/10
以前か27

松，竹，梅，如意珠，槌，桝，
分銅，丁子，鍵，七宝

北宗画禅
遊戯三昧
巻之下

M18/10
鏡餅，歯朶，芦，瓢，熨斗，
霊芝，壺，蕨，蘭，平地木

画手本 M19/10
袋，筆，書冊，柳，稲，石菖，
蝦，蟹，茄子と胡瓜，芒，蝶，
注連縄

（題簽なし） M23/５ 岩組，宝舟，兜，馬

動物粉本 −
蝙蝠，白頭鳥，雁，座る女性，
椿と水仙，組法，鶏と雛，蟹，
水草，メダカ，蝶

（※太字：『楳嶺遺墨』図版掲載箇所，二重下線：『楳嶺遺墨』
略畫三拾員と画題が一致，波下線：『楳嶺遺墨』略畫拾遺
と画題が一致）

写真１　「北宗画禅遊戯三昧巻之上」より丁子，鍵
（京都市立芸術大学日本画研究室蔵）

写真２　「画手本」より袋，筆
（京都市立芸術大学日本画研究室蔵）

写真３　（題簽なし）より馬
（京都市立芸術大学日本画研究室蔵）
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禅遊戯三昧」上下巻には，松，竹，梅，蘭，平地木な
ど『楳嶺遺墨』で中級として紹介される「中畫三拾員」
にあたるものも含まれている。つまり，５本のうち３
本は，初級から中級の手本をまとめたものであること
がわかる。題簽のない１本には，応用的な内容が含ま
れている（写真３）。「動物粉本」は，手本の段階に一
貫性が見られず，切り貼りされた手本（写真４）や，
簡堂の手による描画も含まれている。これらのことか
ら，高谷本は，楳嶺から簡堂に与えられた初級中級用
の手本を軸に，明治23年以降，運筆手本一式として５
本の巻子に装丁されたことがわかる。

初級中級用の３本に収録された画題はごく簡略化さ
れた形を描いたものが多く，手先だけではなく腕をふ
るって太い描線で形作る動きが求められる（写真１・
２参照）。これらの題材を学ぶ目的は，基本的な筆の
動かし方である。楳嶺が弟子の面前で描いて与えたと
証言されているように，手本の形の再現より，その形
を生み出すためにいかなる順序でいかに筆を動かすべ
きかが学びの主眼となっている。

楳嶺は，前章で触れた狩野派の門人教育がそうで
あったように，これらの手本を段階的に習得し，より
高度な手本へ進むようカリキュラムを組んでいた。竹
内栖鳳の息子である竹内逸が，楳嶺門下の関係者から
聞き取りをした回想によれば，手本で習い終わった画
題が年に二，三度行われる試験で出題されたという。

指名された者は，門弟たちによる環座の中央に設えら
れた毛氈の前に座って出題を待つ。先生である楳嶺か
ら「平地木」（写真５参照）というように画題が発せ
られると，習った通りに描くことが求められた。楳嶺
の手本は幾枚描いても判で押したように正確であり，
例えば「袋」（写真２参照）であれば皴の数まで決まっ
ていたという29。このような証言からは，単に基礎と
なる筆の動かし方のみならず，楳嶺様式そのものを―
まるで楳嶺が自分の師匠であった来章に求められたよ
うに―マスターすることを求めていたことがうかがわ
れる。かつての生徒から聞き取りをした竹内逸は「こ
の塾にゐる間はわたしの希望通り描いて貰ひたい，好
き放題はこの塾を巣立つてからのこと…」30という楳
嶺の教育方針を紹介した上で，次のように述べる。

だが，結果からいふと，かくも厳格な，また型に
嵌ったとさへ考へ得る教育の塾から，却つて氣儘
勝手な作品を作る作家が輩出し，自由奔放な教育
の塾から，案外師匠の物真似のやうな作家が現れ
ている。31

「型に嵌ったとさへ考へ得る」教育という評は，正
鵠を射ており，先に述べたように近世的な師弟関係を
想定させる。楳嶺の修行時代と異なるのは，近代にお
いては，そのように画の修養を積み独り立ちした後に，
師匠の型を真似た作画が求められていないということ
である。価値観が大きく変わる時代に独立し，近代的
な活動の場を作るために奔走していた楳嶺は，近世的
な画作が通用しないことを痛感していたであろう。「却
つて気儘勝手な作品を作る作家」が，ひとりだけでは
なく多数輩出され，その後の京都画壇を牽引したこと
を考えれば，型の先にある自由闊達さを含めて楳嶺の
教育方針として伝わっていたとも考えられる。しかし
そうであっても，それほどまでに型通りであることを
求めた理由が明確になるわけではない。続いて，楳嶺
の言葉から運筆の意義を探っていきたい。
（３）運筆により獲得される技能

私塾における楳嶺の指導理念を示す資料として「修
画綱要」32が知られている。「修画綱要」は，楳嶺が
師匠の中島来章，塩川文麟から授けられたとする習画
論であり，いつ著されたものであるかは定かではない。
テキストと図から成り，運筆法，着色法，写生法，作
図法，臨模法について解説されている。ここでは冒頭
の運筆法に注目する。

運筆法
線畫　曲直二法　縦横斜線／正円　楕円　渦線　

写真４　「動物粉本」より組法
（京都市立芸術大学日本画研究室蔵）

写真５　「北宗画禅遊戯三昧巻之下」より平地木
（京都市立芸術大学日本画研究室蔵）
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等
凡ソ畫ヲ教ユルニハ先第一ニ此法ヲ授ケルヲ以テ
其手腕ヲ正整勁健ニ運用自在ナラシム是レ初学ノ
最緊要ナルモノナリ　然ルニ此法円山応挙已後四
条流ノ諸派皆廃シテ用ヒズ　方今狩坐流ノ画家ニ
ハ僅ニ其遺風ヲ存シテ初学ノ子弟ニ教ユルノミ　
故ニ近世ノ画風ハ多ク艶冶文弱ニ流レ日ヲ逐テ筆
法ノ正道ヲ失ヒ退縮ノ姿ニ至レリ

ここで楳嶺は，初学者にとって何よりも大切なことが
「其手腕ヲ正整勁健ニ運用自在ナラシム」こと，すな
わち，手や腕を正しく自在に動かす身体的技能を習得
することであると説く。そうであるにもかかわらず，
自らが連なる四条派はこの基礎体力を軽んじたこと，
唯一狩野派にはわずかにその教えが残っているが，総
じて近来の画は運筆を重んじないために「艶冶文弱」
に流れて筆法の正道を失っていると指摘する。先に紹
介した，橋本雅邦が回顧する狩野派の門人教育におい
ても，最初期の簡単な形状を写す目的は「其手腕ヲ自
在ナラシム」ことだと記されている33。手本を写すこ
とは，単に同じ線や形を紙の上に複製することではな
く，身体性をもった筆の運びを再現することであると
いう考えである。まさしく，謝赫の「画の六法」で掲
げられて以来の東洋の伝統である「骨法用筆」の理念
である。一方で，「運筆法」冒頭に示される「線畫　
曲直二法　縦横斜線／正円　楕円　渦線　等」といっ
た幾何学的要素は，西洋画の習画法も想起させる。西
洋画的習画法と手腕の結びつきは，塾生による「罫画」
資料でも確認できる。写真６・７は与えられた寸法に
基づき，それぞれ円形を基準とした作図をするもので
ある。図中の「腕力練習」という文字に注目したい。
課題の性質上，正しい製図ができることが目的である
ことは疑いを入れないが，ここでも，正しく実現する
ために必要なのは「腕力」，すなわち，自在に手腕を

操る力であることが強調されている。
（４）運筆の効用

では，正しく運筆を学習した初学者はどのような力
を獲得するのであろうか。ふたたび「修画綱要」を参
照する。

運筆ノ効用ハ画家胸中ノ丘壑ヲ始メ意匠経営毫モ
洩ラス事無ク写シ出スニ在リ　故ニ肆習ノ本旨ハ
天地間森羅万象形情活動ノ妙筆鋒ヨリ写シ見ハサ
ン為ナリ

運筆の効用は，「胸中ノ丘壑」すなわち，中国北宋
時代以降繰り返し語られる画の理想である胸の内の理
想的な山水を始めとする「意匠経営」すなわち，心の
内の着想，構想34を余すところなく描き出すことにあ
るという。そして，「天地間森羅万象形情活動ノ妙」，
この世界のありとあらゆるものの移り変わりや活動を
筆の運びや筆勢によって写して見せることができるよ
うになることが本旨であるという。運筆を学ぶ目的は，
型をマスターすることではなく，その先にある自在な
表現の基盤となる力であると読み替えてもよいだろう。
「修画綱要」が初学者に伝えるのは，運筆練習によっ

て手腕の正しい運用法を身に付けることが，将来的に
自在な表現を可能にするというビジョンである。楳嶺
塾の生徒には，友禅や陶器，刺繍の図案，輸出用の扇
子など美術工芸を家業とする者も多く，画の力を身に
付ける目的は様々であった35。塾生の立場と進路に
よって，自在な表現を発揮する場は異なっていたが，
新しい時代の画家として活躍するためにも，美術工芸
の世界で産業に貢献するためにも，基礎的な力の習得
がその後の応用力を支えるという見通しが示されてい
る。

前項で取り上げた運筆手本の性質を考え合わせる
と，正しい運筆が自在な表現の基礎になること，正し
い運筆は手腕の力にかかっていること，正しい運筆を
身に付けるためには，狩野派の教育システムに代表さ
れる近世的な教授法が有効であるという楳嶺の指導指
針が浮かび上がってくる。

現在では，専門機関であれ図画工作科や美術科の絵
画指導であれ，運筆が重点的に教授される機会はまず
ない。しかし，教育現場から運筆の語が消えたわけで
はなく，国語科の書写教育においては，「運筆能力が
書くことの根本にある」という理念が現代にも生きて
いる36。近世以前の「書画一致」の概念を想起し，こ
の理念を画に置き換えれば，「運筆能力が描くことの
根本にある」という指針がかつて適用されていたこと
を想像しやすいのではないだろうか。楳嶺が「筆法の

写真６・７　罫画（門生筆）　画像出典：『楳嶺遺墨』
竹内栖鳳，1940年，49頁
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正道」と唱えたもの，正しい運筆を通して身に付く画
の能力は，楳嶺の時代感覚においては必然であったの
であろう。東洋の伝統である画の六法や書画一致の理
念が受け継がれており，かつ，西洋化，近代化のため
の産業における画の実用性が求められた時代である。
技術なくして画作は成し得ず，産業に貢献できず，運
筆は画の有用性を担保する基礎技術を磨くための手段
として考えられていたと言える。しかし，絵画に求め
られるものが個性重視，創造性の発揮へと変わって
いったとき，運筆の，特に師匠の型をそのまま真似る
ような教育は意味をなさなくなった。同時に，運筆に
含まれる身体技能としての筆の技の伝承もまた，力を
減じていったのではないだろうか。

５．おわりに　次世代への影響

本稿では，明治期における初学者への運筆教授とい
う教育法について，キーパーソンである幸野楳嶺の理
念と実践を検証しながら，その動向を追ってきた。考
察を通して，楳嶺の運筆観が，近世的な技術継承に対
する有効性への信頼と，近代的な技術に資する基礎画
力育成への期待から成り立っていることが見えてきた。

画の教育の場における運筆をめぐる動きは，専門教
育と普通教育の場，相互に連携して起こっていると想
定される。京都の普通教育においては全国に先駆けて
毛筆による臨画教育が重視されており，そこに画学校
関係者の関与が見られることが既に指摘されてい
る37。このような動向の根底に，学校成立以前の画の
教育と近代におけるそれを結びつけた幸野楳嶺の初学
者に対する教育理念が意味を持っていたと考えられ
る。初学者にとっての運筆の重要性は，竹内栖鳳，菊
池芳文，川合玉堂ら，楳嶺の高弟たちが著画や編集に
かかわった図画教科書や教則本でも説かれる38。無論，
彼らが楳嶺の弟子であるためにその理念を継承したと
いう単純な話ではないが，影響力のある弟子を育成し
た楳嶺の功績も考慮に入れておくべきであろう。明治
期を通して，専門教育，普通教育の場における初学者
への指導において運筆がどのように扱われてきたの
か，この大きな課題については，今後，楳嶺の弟子世
代による教科書著画への関わりを中心にさらに調査を
進め，時間をかけて検証していきたい。
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